
(57)【要約】

【課題】画素電極の粗度による不良が減少した表示装置

を提供する。

【解決手段】本発明による表示装置は、基板素材の上に

形成されている薄膜トランジスタと；前記薄膜トランジ

スタと電気的に接続されており、第１最大粗度を有する

画素電極と；前記画素電極の上に形成されており、前記

第１最大粗度より小さい第２最大粗度を有するバッファ

ー層と；前記バッファー層の上に形成されている有機発

光層とを含むことを特徴とする。

【選択図】図2
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 素 材 の 上 に 形 成 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と ；
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 第 １ 最 大 粗 度 を 有 す る 画 素 電 極 と ；
　 前 記 画 素 電 極 の 上 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 最 大 粗 度 よ り 小 さ い 第 ２ 最 大 粗 度 を 有 す
る バ ッ フ ァ ー 層 と ；
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 上 に 形 成 さ れ て い る 有 機 発 光 層 と ；
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 最 大 粗 度 は 100Å 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 平 均 粗 度 は 10Å 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 画 素 電 極 の 上 で は 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 厚 さ は 前 記 第 １ 最 大 粗 度 の 1.2倍 ～ 10倍 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 画 素 電 極 の 上 で は 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 厚 さ は 1200Å ～ 10000Å で あ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 仕 事 関 数 は 4.7eV～ 5.5eVで あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 光 透 過 率 は 85％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1に 記 載 の 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 比 抵 抗 は 100Ω cm以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 正 孔 注 入 物 質 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は ポ リ ３ ， ４ － エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン と ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン
酸 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は ゾ ル － ゲ ル 法 で 形 成 さ れ た Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 画 素 電 極 は Ｉ Ｔ Ｏ か ら な っ て お り 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 伝 導 性 高 分 子 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 、 ポ リ ピ ロ ー ル 、 ポ リ ア ニ リ ン 、 ポ リ チ オ フ ェ ン の う ち 、 少 な く と
も い ず れ か 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 画 素 電 極 間 を 区 分 す る 隔 壁 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示
装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 前 記 隔 壁 の 上 に 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の
表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 前 記 画 素 電 極 の 上 で の 厚 さ が 前 記 隔 壁 の 上 で の 厚 さ よ り 大 き い こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 基 板 素 材 の 上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 段 階 と ；
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 第 １ 最 大 粗 度 を 有 す る 画 素 電 極 を 形
成 す る 段 階 と ；
　 前 記 画 素 電 極 の 上 に 前 記 第 １ 最 大 粗 度 よ り 小 さ い 第 ２ 最 大 粗 度 を 有 す る バ ッ フ ァ ー 層 を
形 成 す る 段 階 と ；
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 上 に 有 機 発 光 層 を 形 成 す る 段 階 と ；
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 正 孔 注 入 物 質 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装
置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 伝 導 性 高 分 子 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装
置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 を 形 成 す る 段 階 は 、 前 記 画 素 電 極 の 上 に バ ッ フ ァ ー 溶 液 を コ ー テ ィ ン
グ す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 溶 液 の コ ー テ ィ ン グ は ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 ま た は ス リ ッ ト コ ー テ ィ ン
グ 法 に よ っ て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 を 形 成 す る 段 階 は 、 前 記 コ ー テ ィ ン グ さ れ た バ ッ フ ァ ー 溶 液 を 硬 化 さ
せ る 段 階 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 硬 化 は 熱 ま た は 紫 外 線 を 利 用 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の
表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は Ｉ Ｔ Ｏ か ら な っ て お り 、 ゾ ル － ゲ ル 法 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 画 素 電 極 は ス パ ッ タ リ ン グ 法 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の
表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 画 素 電 極 を 囲 む 隔 壁 を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 有 機 発 光 層 は イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載
の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 と そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 画 素 電 極 の 上 に 表 面 粗 度 の 小
さ い バ ッ フ ァ ー 層 を 形 成 し て 画 素 不 良 を 減 少 さ せ た 表 示 装 置 と そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 平 板 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の う ち 、 低 電 圧 駆 動 、 軽 量 薄 形 、 広 視 野 角 、 そ し て 高 速 応 答 な ど
の 長 所 に よ っ て 、 最 近 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ organic　 light　 emitting　 diode） が 脚 光 を 浴 び て
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い る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 駆 動 方 式 に よ っ て 受 動 型 と 能 動 型 に 分 け ら れ る 。 能 動 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ が 各 画 素 領 域 に 接 続 さ れ て 、 画 素 領 域 別 に 有 機 発 光 層 の 発 光 を 制 御 す る 。 各
画 素 領 域 に は 画 素 電 極 が 位 置 し て お り 、 各 画 素 電 極 は 独 立 し た 駆 動 の た め に 隣 接 し た 画 素
電 極 と 電 気 的 に 分 離 さ れ て い る 。 画 素 電 極 の 上 に は 正 孔 注 入 層 と 有 機 発 光 層 の よ う な 有 機
層 が 存 在 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ indium　 tin　 oxide） ま た は Ｉ Ｚ Ｏ （ indium　 zinc　 oxide） を ス パ ッ
タ リ ン グ し て 形 成 す る 画 素 電 極 は 、 比 較 的 大 き い 表 面 粗 度 を 有 し て お り 、 表 面 か ら 突 出 し
て い る ス パ イ ク を 有 し て い る 。 こ れ に よ っ て 、 画 素 電 極 の 上 に 形 成 さ れ る 有 機 層 は 不 均 一
な 厚 さ を 有 し 、 特 に ス パ イ ク の 上 に 形 成 さ れ る 有 機 層 は 薄 い 。 従 っ て 、 駆 動 時 に ス パ イ ク
上 部 に 集 中 す る 電 場 に よ っ て 有 機 層 の 薄 い 部 分 が 破 壊 さ れ る 問 題 が あ る 。 破 壊 さ れ た 有 機
層 の 部 分 は 漏 洩 電 流 の 経 路 に な っ て ダ ー ク ス ポ ッ ト ま た は ダ ー ク ピ ク セ ル を 誘 発 す る 。
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 画 素 電 極 の 粗 度 に よ る 不 良 が 減 少 し た 表 示 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 画 素 電 極 の 粗 度 に よ る 不 良 が 減 少 し た 表 示 装 置 を 製 造 す
る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 本 発 明 の 目 的 は 、 基 板 素 材 の 上 に 形 成 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と ； 前 記 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 第 １ 最 大 粗 度 を 有 す る 画 素 電 極 と ； 前 記 画 素 電 極
の 上 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 最 大 粗 度 よ り 小 さ い 第 ２ 最 大 粗 度 を 有 す る バ ッ フ ァ ー 層
と ； 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 上 に 形 成 さ れ て い る 有 機 発 光 層 と ； を 含 む 表 示 装 置 に よ っ て 達 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 第 ２ 最 大 粗 度 は 100以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 平 均 粗 度 は 10以
下 で あ る の が 好 ま し い 。 前 記 画 素 電 極 の 上 で は 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 厚 さ は 前 記 第 １ 最 大 粗
度 の 1.2倍 ～ 10倍 で あ る の が 好 ま し い 。 前 記 画 素 電 極 の 上 で は 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 厚 さ は 1
200～ 10000で あ る の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 仕 事 関 数 は 4.7eV～ 5.5eVで あ る の が
好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 光 透 過 率 は 85％ 以 上 で あ る の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー
層 の 比 抵 抗 は 100Ω cm以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 正 孔 注 入 物 質 を 含 む
の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は ポ リ 3， 4－ エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン と ポ リ ス チ レ
ン ス ル ホ ン 酸 を 含 む の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は ゾ ル － ゲ ル 法 で 形 成 さ れ た Ｉ Ｔ Ｏ
か ら な る の が 好 ま し い 。 前 記 画 素 電 極 は Ｉ Ｔ Ｏ か ら な っ て お り 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ っ
て 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 伝 導 性 高 分 子 を 含 む の が 好 ま し い 。 前 記
バ ッ フ ァ ー 層 は 、 ポ リ ピ ロ ー ル 、 ポ リ ア ニ リ ン 、 ポ リ チ オ フ ェ ン の う ち 、 少 な く と も い ず
れ か 一 つ を 含 む の が 好 ま し い 。 前 記 画 素 電 極 間 を 区 分 す る 隔 壁 を さ ら に 含 む の が 好 ま し い
。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 前 記 隔 壁 の 上 に 延 び て い る の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 前 記
画 素 電 極 の 上 で の 厚 さ が 前 記 隔 壁 の 上 で の 厚 さ よ り 大 き い の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 基 板 素 材 の 上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 段 階 と ； 前 記 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 第 １ 最 大 粗 度 を 有 す る 画 素 電 極 を 形 成 す る 段
階 と ； 前 記 画 素 電 極 の 上 に 前 記 第 １ 最 大 粗 度 よ り 小 さ い 第 ２ 最 大 粗 度 を 有 す る バ ッ フ ァ ー
層 を 形 成 す る 段 階 と ； 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 の 上 に 有 機 発 光 層 を 形 成 す る 段 階 と ； を 含 む 表 示
装 置 の 製 造 方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 正 孔 注 入 物 質 を 含 む の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は 伝 導 性 高 分
子 を 含 む の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 を 形 成 す る 段 階 は 、 前 記 画 素 電 極 の 上 に バ ッ フ
ァ ー 溶 液 を コ ー テ ィ ン グ す る 段 階 を 含 む の が 好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 溶 液 の コ ー テ ィ ン
グ は ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 ま た は ス リ ッ ト コ ー テ ィ ン グ 法 に よ っ て 行 わ れ る の が 好 ま し い
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。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 を 形 成 す る 段 階 は 、 前 記 コ ー テ ィ ン グ さ れ た バ ッ フ ァ ー 溶 液 を 硬 化 さ
せ る 段 階 を さ ら に 含 む の が 好 ま し い 。 前 記 硬 化 は 熱 ま た は 紫 外 線 を 利 用 し て 行 わ れ る の が
好 ま し い 。 前 記 バ ッ フ ァ ー 層 は Ｉ Ｔ Ｏ か ら な っ て お り 、 ゾ ル － ゲ ル 法 に よ っ て 形 成 さ れ る
の が 好 ま し い 。 前 記 画 素 電 極 は ス パ ッ タ リ ン グ 法 で 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。 前 記 画 素 電
極 を 囲 む 隔 壁 を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 含 み 、 前 記 有 機 発 光 層 は イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 で 形 成 さ
れ る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 画 素 電 極 の 粗 度 に よ る 不 良 が 減 少 し た 表 示 装 置 が 提 供 さ れ る 。 ま た 、
本 発 明 に よ れ ば 、 画 素 電 極 の 粗 度 に よ る 不 良 が 減 少 し た 表 示 装 置 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。 以 下 に 述 べ る 実 施 形 態 に お
い て は 、 同 一 な 構 成 要 素 に 対 し て 同 一 な 参 照 番 号 を 付 与 し 、 同 一 な 構 成 要 素 に つ い て は 第
１ 実 施 形 態 で 代 表 的 に 説 明 し 、 他 の 実 施 形 態 で は そ の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 1は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 の 等 価 回 路 図 で あ る 。 図 1を 参 照 す れ ば 、 本
実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 1は 複 数 の 信 号 線 を 含 む 。 信 号 線 は 、 走 査 信 号 を 伝 達 す る ゲ ー ト
線 、 デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 線 、 そ し て 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 駆 動 電 圧 線 を 含 む 。 デ ー
タ 線 と 駆 動 電 圧 線 は 交 互 に 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 線 は デ ー タ 線 お よ び 駆 動 電 圧 線
に 対 し て 垂 直 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 画 素 は 有 機 発 光 素 子 LD、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Tsw、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdr、 コ ン
デ ン サ ー Cを 含 む 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdrは 制 御 端 子 、 入 力 端 子 お よ び 出 力 端 子 を 有 し 、 制
御 端 子 は ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Tswに 接 続 さ れ て お り 、 入 力 端 子 は 駆 動 電 圧 線 に 接 続
さ れ て お り 、 出 力 端 子 は 有 機 発 光 素 子 LDに 接 続 さ れ て い る 。 有 機 発 光 素 子 LDは 、 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ Tdrの 出 力 端 子 に 接 続 さ れ る ア ノ ー ド と 、 共 通 電 圧 Vcomに 接 続 さ れ て い る カ ソ ー
ド と を 有 す る 。 有 機 発 光 素 子 LDは 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdrの 出 力 電 流 に よ っ て 強 さ を 異 に し
て 発 光 す る 。 そ れ に よ っ て 表 示 装 置 に は 映 像 が 表 示 さ れ る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdrの 電 流
の 大 き さ は 制 御 端 子 と 出 力 端 子 の 間 に か か る 電 圧 に よ っ て 変 わ る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ン グ ト
ラ ン ジ ス タ Tswは 制 御 端 子 、 入 力 端 子 お よ び 出 力 端 子 を 有 し 、 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 に 接 続
さ れ て お り 、 入 力 端 子 は デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て お り 、 出 力 端 子 は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdrの
制 御 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Tswは ゲ ー ト 線 に 印 加 さ れ る 走 査
信 号 に よ っ て デ ー タ 線 に 印 加 さ れ る デ ー タ 信 号 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdrに 伝 達 す る 。 コ ン
デ ン サ ー Cは 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdrの 制 御 端 子 と 入 力 端 子 の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 コ ン デ ン
サ ー Cは 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Tdrの 制 御 端 子 に 入 力 さ れ る デ ー タ 信 号 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 を 図 2、 2Aを 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 に よ る 表
示 装 置 1は 、 基 板 素 材 10の 上 に 形 成 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20
に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 画 素 電 極 32、 画 素 電 極 32の 上 に 形 成 さ れ て い る 有 機 発 光 層 62を
含 む 。 第 １ 実 施 形 態 で は 非 晶 質 シ リ コ ン を 用 い た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20を 例 示 し た が 、 ポ リ
シ リ コ ン を 使 用 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 を 詳 し く 説 明 す る と 次 の 通 り で あ る 。
　 ガ ラ ス 、 石 英 、 セ ラ ミ ッ ク ま た は プ ラ ス チ ッ ク な ど の 絶 縁 性 材 質 を 含 ん で 作 ら れ た 基 板
素 材 10の 上 に ゲ ー ト 電 極 21が 形 成 さ れ て い る 。 基 板 素 材 10と ゲ ー ト 電 極 21の 上 に は シ リ コ
ン 窒 化 物 （ SiNx） 等 か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 22が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 電 極 21が 位 置 し た
ゲ ー ト 絶 縁 膜 22の 上 に は 、 非 晶 質 シ リ コ ン か ら な る 半 導 体 層 23と 、 ｎ 型 不 純 物 が 高 濃 度 ド
ー ピ ン グ さ れ た ｎ ＋ 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン か ら な る 抵 抗 性 接 触 層 24が 順 番 に 積 層 さ れ て い
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る 。 こ こ で 、 抵 抗 性 接 触 層 24は ゲ ー ト 電 極 21を 中 心 に 両 側 に 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 抵 抗 性 接 触 層 24お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 22の 上 に は ソ ー ス 電 極 25と ド レ イ ン 電 極 26が 形 成 さ
れ て い る 。 ソ ー ス 電 極 25と ド レ イ ン 電 極 26は ゲ ー ト 電 極 21を 中 心 に 分 離 さ れ て い る 。 ソ ー
ス 電 極 25と ド レ イ ン 電 極 26、 お よ び こ れ ら で 覆 わ れ て い な い 半 導 体 層 23の 上 に は 保 護 膜 31
が 形 成 さ れ て い る 。 保 護 膜 31は 、 シ リ コ ン 窒 化 物 （ SiNx） 若 し く は 有 機 膜 、 ま た は そ れ ら
の 両 方 か ら な る こ と が で き る 。 保 護 膜 31に は ド レ イ ン 電 極 26を 露 出 さ せ る 接 触 孔 27が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 保 護 膜 31の 上 に は 画 素 電 極 32が 形 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 32は 陰 極 と も 呼 ば れ 、 有 機 発
光 層 62に 正 孔 を 供 給 す る 。 画 素 電 極 32は Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ Ｚ Ｏ な ど の 透 明 な 導 電 物 質 か ら な
っ て お り 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 画 素 電 極 32の 表 面 は 非 常 に 粗 い が 、 画
素 電 極 32の 最 大 粗 度 Rmax1は 約 1000程 度 で あ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 画 素 電 極 32の 表 面
で 最 も 低 い 部 分 と 最 も 高 い 部 分 と の 間 の 高 低 差 が 約 1000程 度 で あ る 。 画 素 電 極 32は 平 面 で
見 て ほ ぼ 四 角 形 に パ タ ー ニ ン グ さ れ て い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 画 素 電 極 32の 間 に は 隔 壁 41が 形 成 さ れ て い る 。 隔 壁 41は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20と 接 触 孔
27の 上 に 形 成 さ れ 、 画 素 電 極 32の 間 を 区 分 し て 画 素 領 域 を 定 め て い る 。 隔 壁 40は 、 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 20の ソ ー ス 電 極 25と ド レ イ ン 電 極 26が 共 通 電 極 71と 短 絡 す る こ と を 防 止 す る 役
割 も 果 た す 。 隔 壁 41は 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 な ど の 耐 熱 性 、 耐 溶 媒 性 を 有 す る
感 光 物 質 、 ま た は SiO 2 、 TiO 2 の よ う な 無 機 材 料 か ら な る こ と が で き 、 有 機 層 と 無 機 層 の ２
層 構 造 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 画 素 電 極 32と 隔 壁 41の 上 に は バ ッ フ ァ ー 層 51が 形 成 さ れ て い る 。 図 2Aに 示 さ れ て い る よ
う に 、 バ ッ フ ァ ー 層 51は 比 較 的 に 小 さ い 粗 度 を 有 し て お り 、 最 大 粗 度 Rmax2は 約 100以 下 で
あ り 、 平 均 粗 度 Raは 約 10以 下 で あ る こ と が で き る 。 よ り 詳 し く は 、 最 大 粗 度 Rmax2は 約 10
～ 100、 平 均 粗 度 Raは 約 1～ 10で あ る こ と が で き る 。 画 素 電 極 32を 覆 っ て い る バ ッ フ ァ ー 層
51の 厚 さ d1は 画 素 電 極 32の 最 大 粗 度 Rmax1の 1.2倍 ～ 10倍 、 す な わ ち 1200～ 10000で あ る こ
と が で き る 。 画 素 電 極 32の 上 で の バ ッ フ ァ ー 層 51の 厚 さ d1が 1200以 下 で あ る と 、 画 素 電 極
32の 粗 度 に 起 因 す る バ ッ フ ァ ー 層 51の 粗 度 の 上 昇 を 緩 和 で き な い 。 逆 に 、 バ ッ フ ァ ー 層 51
の 厚 さ d1が 1000よ り 大 き い と 、 バ ッ フ ァ ー 層 51の 抵 抗 が 急 激 に 増 加 し て 透 過 率 が 低 下 す る
問 題 が あ る 。 隔 壁 41を 覆 っ て い る バ ッ フ ァ ー 層 51の 厚 さ d2は 画 素 電 極 32を 覆 っ て い る バ ッ
フ ァ ー 層 51の 厚 さ d1に 比 べ て 非 常 に 小 さ い 。 こ れ は 、 バ ッ フ ァ ー 層 51が 液 状 物 質 の コ ー テ
ィ ン グ を 通 じ て 形 成 さ れ 、 こ の 液 状 物 質 が 隔 壁 41か ら 流 れ て 画 素 電 極 32の 上 に 流 れ た た め
で あ る 。 尚 、 こ の 実 施 形 態 と は 異 な り 、 隔 壁 41の 上 に バ ッ フ ァ ー 層 51が 実 質 的 に 形 成 さ れ
な い の も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 バ ッ フ ァ ー 層 51の 比 抵 抗 値 は 100Ω cm以 下 で あ る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に よ る 表 示
装 置 1は 電 流 駆 動 方 式 で あ る た め 抵 抗 が 低 い ほ ど 良 い た め で あ る 。 バ ッ フ ァ ー 層 51の 比 抵
抗 値 は 詳 し く は 10Ω cm～ 100Ω cmで あ る こ と が で き る 。
　 本 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 1は 有 機 発 光 層 62の 光 が 基 板 素 材 10に 向 か っ て 出 射 さ れ る た
め 、 バ ッ フ ァ ー 層 51の 透 過 率 が 重 要 で あ る 。 バ ッ フ ァ ー 層 51の 透 過 率 は 85％ 以 上 で あ る こ
と が で き 、 さ ら に 詳 し く は 85％ ～ 95％ で あ る こ と が で き る 。
　 有 機 発 光 層 62に は 画 素 電 極 32か ら 正 孔 が 注 入 さ れ る 。 バ ッ フ ァ ー 層 51は 正 孔 注 入 効 率 を
高 め る た め に 画 素 電 極 32と 類 似 し た 仕 事 関 数 を 有 す る の が 良 い 。 画 素 電 極 32と し て 使 用 さ
れ る Ｉ Ｔ Ｏ は 約 5.0eVの 仕 事 関 数 を 有 す る の で 、 バ ッ フ ァ ー 層 51は 4.7eV～ 5.5eVの 仕 事 関
数 を 有 す る の が 好 ま し い 。
　 バ ッ フ ァ ー 層 51は Ｉ Ｔ Ｏ ま た は 伝 導 性 高 分 子 を 含 む こ と が で き る 。 こ こ で 、 Ｉ Ｔ Ｏ は ゾ
ル － ゲ ル 法 で 製 造 さ れ た も の で あ り 、 伝 導 性 高 分 子 は ポ リ ピ ロ ー ル 、 ポ リ ア ニ リ ン 、 ポ リ
チ オ フ ェ ン の う ち の い ず れ か 一 つ で あ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 バ ッ フ ァ ー 層 51の 上 に は 正 孔 注 入 層 61と 有 機 発 光 層 62が 位 置 し て い る 。 正 孔 注 入 層 61と
し て は 、 ポ リ 3， 4－ エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン （ PEDOT） 等 の ポ リ チ オ フ ェ ン 誘 導 体 と
ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 （ PSS） 等 の 混 合 物 を 使 用 す る こ と が で き る 。 有 機 発 光 層 62は 、
赤 色 を 発 光 す る 赤 色 発 光 層 62a、 緑 色 を 発 光 す る 緑 色 発 光 層 62b、 青 色 を 発 光 す る 青 色 発 光
層 62cか ら な っ て い る 。 有 機 発 光 層 62は ポ リ フ ル オ レ ン 誘 導 体 、 （ ポ リ ） パ ラ フ ェ ニ レ ン
ビ ニ レ ン 誘 導 体 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 、 ポ リ ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル 、 ポ リ チ オ フ ェ ン 誘 導
体 、 ま た は こ れ ら の 高 分 子 材 料 に ペ リ レ ン 系 色 素 、 ロ ダ ミ ン 系 色 素 、 ル ブ レ ン 、 ペ リ レ ン
、 9， 10－ ジ フ ェ ニ ル ア ン ト ラ セ ン 、 テ ト ラ フ ェ ニ ル ブ タ ジ エ ン 、 ナ イ ル レ ッ ド 、 ク マ リ
ン 6、 キ ナ ク リ ド ン な ど を ド ー ピ ン グ し て 使 用 す る こ と が で き る 。 画 素 電 極 32か ら 伝 達 さ
れ た 正 孔 と 共 通 電 極 71か ら 伝 達 さ れ た 電 子 は 有 機 発 光 層 62で 結 合 し て 励 起 子 に な っ た 後 、
励 起 子 の 非 活 性 化 過 程 で 光 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 正 孔 注 入 層 61お よ び 有 機 発 光 層 62は 、 粗 度 が 比 較 的 小 さ い バ ッ フ ァ ー 層 51の 上
に 位 置 し て い る 。 従 っ て 、 た と え 画 素 電 極 32の 粗 度 が 比 較 的 大 き く て も 、 バ ッ フ ァ ー 層 51
に よ っ て そ の 粗 度 が 緩 和 さ れ る の で 、 正 孔 注 入 層 61と 有 機 発 光 層 62の 厚 さ は 比 較 的 一 定 で
あ る 。 そ れ 故 、 電 場 の 集 中 に よ る 正 孔 注 入 層 61ま た は 有 機 発 光 層 62の 破 壊 や 不 良 が 減 少 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 隔 壁 41お よ び 有 機 発 光 層 62の 上 に は 共 通 電 極 71が 位 置 す る 。 共 通 電 極 71は 陽 極 と も 呼 ば
れ 、 有 機 発 光 層 62に 電 子 を 供 給 す る 。 共 通 電 極 71は カ ル シ ウ ム 層 と ア ル ミ ニ ウ ム 層 で 積 層
さ れ て 構 成 さ れ る こ と が で き る 。 こ の 時 、 有 機 発 光 層 62に 近 い 側 に は 仕 事 関 数 が 低 い も の
を 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
　 フ ッ 化 リ チ ウ ム は 有 機 発 光 層 62の 材 料 に よ っ て は 発 光 効 率 を 増 加 さ せ る た め 、 有 機 発 光
層 62と 共 通 電 極 71の 間 に フ ッ 化 リ チ ウ ム 層 を 形 成 す る こ と も で き る 。 共 通 電 極 71を ア ル ミ
ニ ウ ム 、 銀 の よ う な 不 透 明 な 材 質 で 作 る 場 合 、 有 機 発 光 層 62か ら 発 光 さ れ た 光 は 基 板 素 材
10に 向 か っ て 出 射 さ れ る 。 こ れ を ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 方 式 と い う 。
　 図 示 し て い な い が 、 表 示 装 置 1は 有 機 発 光 層 62と 共 通 電 極 71の 間 に 電 子 輸 送 層 と 電 子 注
入 層 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。 ま た 、 共 通 電 極 71の 保 護 の た め の 保 護 膜 、 有 機 発 光 層 62
へ の 水 分 お よ び 空 気 浸 透 を 防 止 す る た め の 封 止 部 材 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。 封 止 部 材
は 密 封 樹 脂 と 密 封 カ ン か ら な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 図 3A乃 至 図 3Eを 参 照 し て 説 明
す る 。
　 ま ず 、 図 3Aの よ う に 基 板 素 材 10の 上 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20、 画 素 電 極 32、 お よ び 隔 壁
41を 形 成 す る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20は チ ャ ン ネ ル 部 が 非 晶 質 シ リ コ ン か ら な っ て お り 、 公
知 の 方 法 で 製 造 さ れ る こ と が で き る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20の 形 成 後 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 20
の 上 に 保 護 膜 31を 形 成 す る 。 保 護 膜 31が シ リ コ ン 窒 化 物 で あ る 場 合 、 化 学 気 相 蒸 着 法 を 使
用 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 保 護 膜 31を 写 真 エ ッ チ ン グ し て 、 ド レ イ ン 電 極 26を 露 出 さ
せ る 接 触 孔 27を 形 成 す る 。 接 触 孔 27を 形 成 し た 後 、 接 触 孔 27を 通 じ て ド レ イ ン 電 極 26と 接
続 さ れ て い る 画 素 電 極 32を 形 成 す る 。 画 素 電 極 32は Ｉ Ｔ Ｏ を ス パ ッ タ リ ン グ 方 式 で 蒸 着 し
た 後 に パ タ ー ニ ン グ し て 形 成 す る こ と が で き る 。 隔 壁 41は 、 画 素 電 極 32の 上 に 感 光 性 物 質
を コ ー テ ィ ン グ し た 後 、 露 光 、 現 像 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の 後 、 図 3Bの よ う に 画 素 電 極 32と 隔 壁 41の 上 に バ ッ フ ァ ー 層 51を 形 成 す る 。 バ ッ フ ァ
ー 層 51は 、 バ ッ フ ァ ー 物 質 を 含 む バ ッ フ ァ ー 溶 液 を コ ー テ ィ ン グ し た 後 、 硬 化 過 程 を 経 て
形 成 さ れ る こ と が で き る 。 コ ー テ ィ ン グ 法 と し て は ス リ ッ ト コ ー テ ィ ン グ と ス ピ ン コ ー テ
ィ ン グ な ど の 方 法 を 使 用 で き 、 硬 化 に は 熱 ま た は 紫 外 線 を 利 用 す る こ と が で き る 。 バ ッ フ
ァ ー 層 51が Ｉ Ｔ Ｏ で あ る 場 合 、 バ ッ フ ァ ー 層 51は Ｉ Ｔ Ｏ 溶 液 を コ ー テ ィ ン グ し た 後 に ゾ ル
－ ゲ ル 法 を 利 用 し て 形 成 さ れ る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 特 に 、 バ ッ フ ァ ー 層 51は 液 状 物 質 か ら 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 固 状
物 質 が 画 素 電 極 32の 上 に 直 接 形 成 さ れ る 場 合 と は 異 な り 、 バ ッ フ ァ ー 層 51の 粗 度 は そ の 下
に 位 置 し た 画 素 電 極 32の 粗 度 に は 影 響 を 受 け ず 、 比 較 的 小 さ い (図 3C参 照 )。 バ ッ フ ァ ー 層
51は 液 状 物 質 か ら 形 成 さ れ 、 別 途 の パ タ ー ニ ン グ 過 程 を 経 な い た め 、 隔 壁 41の 上 に も 存 在
す る よ う に な る 。 し か し 、 バ ッ フ ァ ー 溶 液 は 隔 壁 41に 沿 っ て 流 れ る た め 、 画 素 電 極 32の 上
で さ ら に 厚 く 形 成 さ れ る 。 隣 接 し た 画 素 電 極 32は バ ッ フ ァ ー 層 51に よ っ て 互 い に 電 気 的 に
接 続 さ れ て い る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の 電 気 的 接 続 は 無 視 で き る 。 こ れ は 、 隔 壁 41の
上 で は バ ッ フ ァ ー 層 51が 薄 く 、 か つ 、 隣 接 し た 画 素 電 極 32間 の 距 離 が 画 素 電 極 32と 有 機 発
光 層 62と の 間 の 距 離 に 比 べ て 非 常 に 大 き い の で 、 隣 接 し た 画 素 電 極 32間 の 抵 抗 が 十 分 に 高
い た め で あ る 。
　 尚 、 こ の 実 施 形 態 と は 異 な り 、 バ ッ フ ァ ー 層 51が 写 真 エ ッ チ ン グ の よ う な 別 途 の パ タ ー
ニ ン グ 過 程 を 通 じ て 形 成 さ れ る こ と が で き る の は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 3Dは 、 正 孔 注 入 層 を 形 成 す る た め に 、 正 孔 注 入 物 質 を 含 む 高 分 子 溶 液 で あ る 正 孔 注 入
溶 液 65を 画 素 電 極 32の 上 に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 を 用 い て ド ロ ッ ピ ン グ し た 状 態 を 示 す 。 正
孔 注 入 溶 液 65は 、 ポ リ 3， 4－ エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン （ PEDOT） 等 の ポ リ チ オ フ ェ ン
誘 導 体 と ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 （ PSS） 等 の 混 合 物 と 、 こ れ ら の 混 合 物 が 溶 解 さ れ て い
る 極 性 溶 媒 を 含 む こ と が で き る 。 極 性 溶 媒 と し て は 、 例 え ば 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル （
IPA） 、 n－ ブ タ ノ ー ル 、 縺 |ブ チ ロ ラ ク ト ン 、 N－ メ チ ル ピ ロ リ ド ン （ NMP） 、 1， 3－ ジ メ
チ ル － 2－ イ ミ ダ ゾ リ ジ ノ ン （ DMI） と そ の 誘 導 体 、 カ ル ビ ト ー ル ア セ テ ー ト 、 ブ チ ル カ ル
ビ ト ー ル ア セ テ ー ト な ど の グ リ コ ー ル エ ー テ ル 類 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 正 孔 注 入 溶 液 65は 乾 燥 過 程 を 経 て 正 孔 注 入 層 61を 形 成 す る 。 そ の 乾 燥 は 、 室 温 の 窒 素 雰
囲 気 下 で 圧 力 を 1Torr程 度 に 下 げ て 行 う こ と が で き る 。 圧 力 が 低 す ぎ る と 正 孔 注 入 溶 液 65
が 急 激 に 沸 く 危 険 が あ る 。 一 方 、 温 度 を 室 温 以 上 に す る の は 、 溶 媒 の 蒸 発 速 度 が 高 く な っ
て 均 一 な 厚 さ の 膜 を 形 成 し に く い た め 、 好 ま し く な い 。 乾 燥 が 完 了 し た 後 の 正 孔 注 入 層 61
に 対 し 、 窒 素 中 、 好 ま し く は 真 空 中 で 、 約 200℃ の 熱 処 理 を 10分 程 度 行 っ て も 良 い 。 こ の
過 程 を 通 じ て 正 孔 注 入 層 61内 に 残 存 す る 溶 媒 や 水 が 除 去 さ れ る 。 正 孔 注 入 層 61は 粗 度 が 小
さ い バ ッ フ ァ ー 層 51の 上 に 形 成 さ れ る た め 、 比 較 的 均 一 な 厚 さ で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 3Eは 、 発 光 物 質 を 含 む 高 分 子 溶 液 の 発 光 溶 液 66a、 66b、 66cを 、 正 孔 注 入 層 61が 形 成
さ れ て い る 画 素 電 極 32の 上 に ド ロ ッ ピ ン グ し た 状 態 を 示 す 。 発 光 溶 液 66a、 66b、 66cの 溶
媒 と し て は 、 正 孔 注 入 層 61の 再 溶 解 を 防 止 す る た め に 、 正 孔 注 入 層 61に 対 し て 不 溶 な 非 極
性 溶 媒 を 使 用 す る 。 非 極 性 溶 媒 に は 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル ベ ン ゼ ン 、 ジ ヒ ド ロ ベ ン ゾ フ ラ ン 、
ト リ メ チ ル ベ ン ゼ ン 、 テ ト ラ メ チ ル ベ ン ゼ ン な ど が あ る 。 一 方 、 正 孔 注 入 層 61は 非 極 性 溶
媒 に 対 す る 親 和 性 が 低 い の で 、 非 極 性 溶 媒 を 含 む 発 光 溶 液 66a、 66b、 66cを 用 い る 場 合 、
正 孔 注 入 層 61と 有 機 発 光 層 62を 密 着 さ せ る こ と が で き な く な っ た り 、 有 機 発 光 層 62を 均 一
に 塗 布 で き な く な る 恐 れ が あ る 。 し た が っ て 、 非 極 性 溶 媒 に 対 す る 正 孔 注 入 層 61の 親 和 性
を 高 め る た め に 、 発 光 溶 液 66a、 66b、 66cの ド ロ ッ ピ ン グ 前 に 正 孔 注 入 層 61の 表 面 改 質 工
程 を 経 る の が 好 ま し い 。 表 面 改 質 工 程 で は 表 面 改 質 剤 を 正 孔 注 入 層 61に 塗 布 し た 後 、 乾 燥
蒸 発 さ せ る 。 表 面 改 質 剤 と し て は 、 発 光 溶 液 66a、 66b、 66cの 溶 媒 で あ る シ ク ロ ヘ キ シ ル
ベ ン ゼ ン 、 ジ ヒ ド ロ ベ ン ゾ フ ラ ン 、 ト リ メ チ ル ベ ン ゼ ン 、 テ ト ラ メ チ ル ベ ン ゼ ン 、 ま た は
こ れ ら の 溶 媒 と 類 似 し た ト ル エ ン ま た は キ シ レ ン を 使 用 す る こ と が で き る 。 表 面 改 質 剤 の
塗 布 方 法 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 、 ま た は デ ィ ッ プ 法 が 可 能 で あ る
。 表 面 改 質 工 程 を 通 じ て 正 孔 注 入 層 61の 表 面 が 非 極 性 溶 媒 に 融 合 し や す く な っ て 、 発 光 溶
液 66a、 66b、 66cを 均 一 に 塗 布 す る こ と が で き る 。 発 光 溶 液 66a、 66b、 66cの 乾 燥 は 正 孔 注
入 溶 液 65の 乾 燥 と 類 似 し た 方 法 で 行 わ れ る 。 発 光 溶 液 66a、 66b、 66cを 乾 燥 し て 有 機 発 光
層 62が 形 成 さ れ る （ 図 3F参 照 ） 。 そ の 後 、 共 通 電 極 71を 形 成 す る と 、 図 2の よ う な 表 示 装
置 が 完 成 す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 図 4、 4Aを 参 照 し て 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 を 説 明 す る 。
　 第 ２ 実 施 形 態 で は 正 孔 注 入 層 が 別 途 に 形 成 さ れ て お ら ず 、 バ ッ フ ァ ー 層 52は 有 機 発 光 層
62と 直 に 接 し て い る 。 バ ッ フ ァ ー 層 52は 正 孔 注 入 物 質 、 例 え ば ポ リ 3， 4－ エ チ レ ン ジ オ キ
シ チ オ フ ェ ン （ PEDOT） 等 の ポ リ チ オ フ ェ ン 誘 導 体 と ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 （ PSS） を 含
む こ と が で き る 。 バ ッ フ ァ ー 層 52は イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 で 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 そ れ
に よ り 、 バ ッ フ ァ ー 層 52は 隔 壁 41の 上 に は 形 成 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 は 有 機 発 光 層 と し て 高 分 子 物 質 を 使 用 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 実 施 形 態
は そ れ に は 限 定 さ れ ず 、 有 機 発 光 層 と し て 低 分 子 物 質 を 使 用 す る 表 示 装 置 に も 適 用 可 能 で
あ る 。 ま た 、 有 機 発 光 層 は イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 以 外 に 蒸 発 や コ ー テ ィ ン グ な ど の 方 法 で も
形 成 さ れ る こ と が で き る 。
　 以 上 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 が 図 示 さ れ て 説 明 さ れ た 。 し か し 、 当 業 者 で あ れ ば
、 本 発 明 の 原 理 や 精 神 か ら 外 れ ず に 、 上 記 の 実 施 形 態 を 変 形 で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 技
術 的 範 囲 は 、 添 付 さ れ た 請 求 項 に 基 づ き 、 上 記 の 実 施 形 態 の み な ら ず 、 そ れ ら と 均 等 な 実
施 形 態 に よ っ て 決 め ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 2に 示 さ れ て い る 部 分 Aの 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に つ い て 、 基 板 素 材 の 上 に 、
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 画 素 電 極 、 お よ び 隔 壁 を 形 成 し た 段 階 で の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 3Aに 示 さ れ て い る 基 板 素 材 の 上 に バ ッ フ ァ ー 層 を 形 成 し た 段 階 で の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 図 3Bに 示 さ れ て い る 部 分 Cの 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｄ 】 図 3Bに 示 さ れ て い る 画 素 電 極 の 上 に 正 孔 注 入 溶 液 を ド ロ ッ ピ ン グ し た 段 階 で の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｅ 】 図 3Dに 示 さ れ て い る 画 素 電 極 の 上 に 発 光 溶 液 を ド ロ ッ ピ ン グ し た 段 階 で の 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ Ｆ 】 図 3Eに 示 さ れ て い る 発 光 溶 液 か ら 有 機 発 光 層 を 形 成 し た 段 階 で の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 4に 示 さ れ て い る 部 分 Aの 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
10　 　 　 基 板 素 材
20　 　 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
31　 　 　 保 護 膜
32　 　 　 画 素 電 極
41　 　 　 隔 壁
51　 　 　 バ ッ フ ァ ー 層
61　 　 　 正 孔 注 入 層
62　 　 　 有 機 発 光 層
71　 　 　 共 通 電 極
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ２ Ａ 】 【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ３ Ｃ 】

【 図 ３ Ｄ 】 【 図 ３ Ｅ 】
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【 図 ４ Ａ 】

(12) JP 2007-123877 A 2007.5.17



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/10    　　　　          　　　　　

Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  CC27  CC45  DD22  DD46X DD71  DD73  DD79  DD84 
　　　　 　　        DD89  EE03  FF04  FF06  FF08  FF15  FF19  GG05  GG06  GG08 
　　　　 　　        GG28 

(13) JP 2007-123877 A 2007.5.17



专利名称(译) 显示装置和制造显示装置的方法

公开(公告)号 JP2007123877A 公开(公告)日 2007-05-17

申请号 JP2006286438 申请日 2006-10-20

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

[标]发明人 鄭載勳
金南徳

发明人 鄭 載 勳
金 南 徳

IPC分类号 H01L51/50 H05B33/28 H05B33/22 H05B33/12 H05B33/10

CPC分类号 H01L51/5088 H01L27/3244 H01L51/5206

FI分类号 H05B33/22.D H05B33/28 H05B33/14.A H05B33/22.Z H05B33/12.B H05B33/10 H01L27/32

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC27 3K107/CC45 3K107/DD22 3K107/DD46X 3K107/DD71 3K107
/DD73 3K107/DD79 3K107/DD84 3K107/DD89 3K107/EE03 3K107/FF04 3K107/FF06 3K107/FF08 
3K107/FF15 3K107/FF19 3K107/GG05 3K107/GG06 3K107/GG08 3K107/GG28

优先权 1020050100399 2005-10-24 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种显示装置，其中由于像素电极的粗糙度引起的
故障减少。 ŽSOLUTION：该显示装置包括形成在基板材料上的薄膜晶
体管;像素电极，与薄膜晶体管电连接，具有第一最大粗糙度;缓冲层形成
在像素电极上并具有小于第一最大粗糙度的第二最大粗糙度;和在缓冲层
上形成的有机发光层。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f5f833f7-769c-4940-9ae4-4ef062eb1d7c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037653914/publication/JP2007123877A?q=JP2007123877A

